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▲赤ちゃんを見守るように抱く
　母親のコアラ（2月24日撮影）

市政ひろば

広報 

▲関係者約30人が出席して開かれた「うず潮を世界遺産にす
　る淡路島民の会」発足会

▲新しく隊員となった辻田さん夫婦。沼島地区での協力
　隊員は計5人となりました

う
ず
潮
を
世
界
遺
産
へ   

島
民
の
会
が
発
足

 

新
し
く
沼
島
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
辻
田
光
俊
さ
ん
、
弥
生
さ
ん

夫
婦
が
着
任
し
ま
し
た
。
２
人
は

大
阪
の
会
社
で
働
い
て
い
た
元
同

僚
で
隊
員
と
し
て
採
用
決
定
後
の

今
年
１
月
に
結
婚
。
沼
島
の
歴
史

や
自
然
、
人
の
温
か
さ
に
魅
せ
ら
れ

て
移
住
を
決
め
た
2
人
は
、
隊
員

と
し
て
地
域
の
人
と
協
力
し
な
が

ら
島
の
魅
力
を
発
信
し
、
若
い
人

に
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
場

所
づ
く
り
な
ど
、
沼
島
の
活
性
化

に
貢
献
し
た
い
と
話
し
て
い
ま
す
。

　第 53 回市議会定例会が２月 25 日に招集され、中田勝久市長が平成 26 年度施
政方針と予算案を提案しました。その概要をお知らせします。
　なお、施政方針の全文と予算の詳細は、市ホームページからご覧いただけます。

（予算と主要事業の記事は８～ 11 頁） ▲施政方針に望む中田市長

　

本
市
は
本
年
度
、
合
併
後
10
年
と
い
う
節
目

を
迎
え
ま
す
。
ま
た
新
庁
舎
の
完
成
に
よ
る
分

庁
舎
廃
止
や
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
開
設
な
ど
行

政
の
仕
組
み
も
大
き
な
転
換
期
と
な
る
た
め
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
万
全
を
期
す
と
と
も

に
、
若
人
の
広
場
公
園
や
食
の
拠
点
施
設
を
は

じ
め
と
す
る
大
型
公
共
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
着
実

に
進
め
、
防
災
・
減
災
対
策
と
併
せ
て
、
国
、

県
と
も
協
調
し
な
が
ら
備
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

行
政
運
営
は
、
施
策
を
着
実
に
形
に
し
、
積

み
上
げ
て
い
く
も
の
で
す
。
本
年
は
、
南
あ
わ

じ
市
が
更
に
成
長
・
進
化
す
る
た
め
「
敬け
い

天て
ん

愛あ
い

人じ
ん

（
注
１
）」
の
精
神
で
「
飛
躍
す
る
南
あ
わ
じ
」

の
実
現
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　  飛 躍 す る 南 あ わ じ
～さらなる成長・進化を目指して～施政

方針

基
盤
と
な
る
安
全
・
安
心
な

　
　
　 
「
ふ
る
さ
と
」
の
推
進

応
し
、
健
康
づ
く
り
や
生
活
弱
者
対
策
、
中
学

生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
な
ど
の
子
育
て
支
援
、

定
住
対
策
な
ど
に
も
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

飛
躍
の
た
め
に
は
、
基
盤
と
な
る
安
全
・
安

心
な
「
ふ
る
さ
と
」
が
必
要
で
す
。

　

発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
を
は
じ
め
と
す
る
地
震
・
津
波
対
策
を
積

極
的
に
進
め
ま
す
。
兵
庫
県
が
策
定
し
た
津
波

防
災
イ
ン
フ
ラ
整
備
５
箇
年
計
画
で
は
、
福
良

港
、
阿
万
港
、
沼
島
漁
港
な
ど
が
重
点
整
備
地

区
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
県
と
連
携
し
て
取
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
老
朽
化
し
た
イ
ン
フ

ラ
の
改
善
や
長
寿
命
化
、
安
全
対
策
や
改
良
を

実
施
し
ま
す
。

　

来
年
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
と
な

り
ま
す
。
子
ど
も
世
代
へ
の
「
正
し
く
恐
れ
る
」

防
災
教
育
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
の
高
齢
化
率
が
29
％
を
超
え
ま
し
た
。

高
齢
者
福
祉
や
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
も
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
消
費
税
率
引
上
げ

に
と
も
な
う
国
の
施
策
に
対
し
て
も
適
切
に
対

　

飛
躍
の
た
め
に
は
、
市
の
主
要
産
業
が
元
気

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

大
学
農
学
部
の
開
設
、
企
業
誘
致
や
あ
わ
じ

島
ま
る
ご
と
食
の
拠
点
施
設
の
整
備
、
副
市
長

２
人
体
制
な
ど
未
来
へ
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

生
産
者
や
生
産
者
団
体
等
と
強
固
な
連
携
・

協
働
を
図
り
、
国
や
県
の
支
援
も
得
な
が
ら
農

漁
業
を
活
性
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
魅
力
あ
る

「
ふ
る
さ
と
資
源
」
を
最
大
限
に
活
か
し
て
淡

路
島
な
ら
で
は
の
新
鮮
な
食
を
提
供
す
る
食
の

拠
点
施
設
を
着
実
に
完
成
さ
せ
ま
す
。
ま
た
若

人
の
広
場
公
園
と
の
連
動
に
よ
り
交
流
人
口
の

増
大
に
結
び
付
け
ま
す
。

　

吉
備
国
際
大
学
地
域
創
成
農
学
部
の
教
員
、

学
生
に
よ
る
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
拡
大
さ

せ
る
と
と
も
に
、
他
大
学
、
民
間
、
団
体
組
織

を
も
巻
き
込
ん
だ
新
た
な
仕
組
み
作
り
に
挑
戦

し
ま
す
。

　

瓦
産
業
に
つ
い
て
も
、
淡
路
瓦
の
知
名
度
向

上
と
販
売
促
進
や
ブ
ラ
ン
ド
化
の
展
開
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
の
主
要
産
業
の
活
性
化

持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤
の
構
築

子
育
て
・

　
教
育
環
境
整
備
へ
の
取
組
み

　

飛
躍
の
た
め
に
は
、
安
定
し
た
行
財
政
基
盤

が
必
要
で
す
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
、
伸
び

て
い
く
社
会
保
障
費
に
対
応
す
る
た
め
、
国
で

は
消
費
税
率
引
き
上
げ
を
中
心
と
し
た
社
会
保

　

飛
躍
の
た
め
に
は
、
将
来
世
代
へ
の
投
資
が
必

要
で
す
。

　

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
耐
震
化
や

大
規
模
改
修
な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

更
な
る
改
修
や
修
繕
、
社
会
変
化
に
即
応
し
た

教
育
環
境
の
充
実
に
取
組
む
と
と
も
に
、
小
学

生
の
外
国
語
活
動
授
業
の
充
実
な
ど
学
力
向
上

を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
小
中
学
生
が
淡
路
人
形

浄
瑠
璃
へ
の
関
心
を
高
め
視
野
を
拡
げ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
積
極
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
拠
点
と
な
る
三
原
公
民
館
の
改

修
を
行
い
、
社
会
教
育
施
設
の
再
編
計
画
に
基

づ
き
適
切
に
運
用
し
ま
す
。
子
育
て
環
境
の
支

援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
・
子
育
て

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
今
後
の
施
策
に
生
か
し
て
ま

い
り
ま
す
。

障
・
税
一
体
改
革
を
取
り
ま
と
め
「
年
金
・
医
療
・

介
護
・
子
育
て
、
全
世
代
対
応
型
の
社
会
保
障
」

の
構
築
を
め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
各
種
計
画
を
実

行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
総
人
件
費
や
公
債
費
の
削
減
な

ど
に
よ
る
行
財
政
基
盤
の
安
定
化
が
進
み
財
政

指
標
も
改
善
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
油

断
す
る
こ
と
な
く
、
中
長
期
的
視
野
に
立
っ
た

行
財
政
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

庁
舎
一
本
化
に
よ
る
行
政
組
織
の
更
な
る
ス

リ
ム
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
内
21
箇
所
に

設
置
す
る
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
を
核
に
、
自
立

と
共
生
を
目
的
と
し
た
市
民
主
導
型
の
ま
ち
づ

く
り
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（注１）常に公明正大。謙虚な心で仕事にあたり、天を敬い、人を愛し、仕事を愛し、　

　　会社（市役所）を愛し、国（市民）を愛する心。

▲米粉料理の審査を行う審査員

南
あ
わ
じ
米
粉
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
発
表

【
料
理
部
門
】（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◆
最
高
金
賞
受
賞
者

河
野
　
郁
子
（
明
石
市
）

◆
金
賞
受
賞
者

三
宅
千
栄
子
（
阿
那
賀
）

横
山
　
稚
　（
神
戸
市
）　

堀
川
ソ
ト
ミ
（
八　

木
）

【
菓
子
部
門
】（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◆
最
高
金
賞
受
賞
者　
　

平
山
　
昌
孝
（
加
東
市
）

◆
金
賞
受
賞
者　
　
　
　

田
辺
　
博
子
（
松　

帆
）

岡
田
　
善
美
（
松　

帆
）

出
田
　
洋
子
（
阿　

万
）

　

市
内
で
作
ら
れ
た
米
粉
の
利
用

拡
大
に
よ
る
米
の
新
た
な
需
要
拡

大
を
目
的
と
し
た
「
南
あ
わ
じ
米

粉
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

料
理
部
門
、
菓
子
部
門
の
２
つ

の
部
門
に
そ
れ
ぞ
れ
22
作
品
、
12

作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

三
原
公
民
館
で
３
月
２
日
、
６

人
の
審
査
員
に
よ
っ
て
審
査
が
行

わ
れ
、
各
部
門
の
受
賞
作
品
を
決

定
。
受
賞
者
に
表
彰
状
と
市
内
の

特
産
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

※
受
賞
者
は
下
記
の
と
お
り
で
す

沼
島
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
新
隊
員

コ
ア
ラ
の
赤
ち
ゃ
ん
誕
生

　
「
う
ず
潮
を
世
界
遺
産
に
す
る

淡
路
島
民
の
会
」
の
発
足
会
が
3

月
16
日
、
福
良
の
な
な
い
ろ
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

民
間
の
支
援
組
織
を
結
成
し
て

淡
路
島
の
人
た
ち
や
出
身
者
に
広

く
呼
び
か
け
、
世
界
遺
産
登
録
へ

の
機
運
と
運
動
を
さ
ら
に
盛
り
上

げ
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
県
や
市
、
公
共
団

体
が
、
登
録
を
め
ざ
す
推
進
協
議

会
を
平
成
24
年
10
月
に
設
立
し
て

お
り
、
今
回
、
民
間
レ
ベ
ル
で
の

会
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
で
、
官
民

あ
げ
て
の
運
動
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

会
長
に
は
由
井
淳
裕
さ
ん

（
ジ
ョ
イ
ポ
ー
ト
南
淡
路
社
長
）

が
就
任
。
発
足
会
で
は
、
来
賓
と

し
て
県
や
島
内
３
市
の
ほ
か
鳴
門

市
か
ら
も
平
野
悦
男
副
市
長
を
は

じ
め
関
係
者
が
出
席
し
て
「
島
民

の
会
」
の
設
立
に
歓
迎
の
言
葉
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

コ
ア
ラ
の
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
が

2
月
24
日
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘

で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

8
頭
の
コ
ア
ラ
を
飼
育
し
て
い
る

同
施
設
で
の
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
は
２

年
連
続
で
す
。
親
の
コ
ア
ラ
は
雌

の「
ゆ
め
」と
雄
の「
ア
ー
ク
」で
す
。

　

２
頭
の
間
に
は
昨
年
、

雄
の
「
そ
ら
」
が
誕
生
し

て
い
ま
す
。
今
回
生
ま
れ

た
赤
ち
ゃ
ん
も
雄
で
、
目

元
も
お
兄
ち
ゃ
ん
に
よ
く

似
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
次
第
に
母
親
の

お
な
か
の
袋
か
ら
出
て
か
わ
い
い
姿

を
見
せ
る
時
間
も
長
く
な
り
ま
す
。

　

同
施
設
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
愛

称
を
募
集
す
る
と
と
も
に
、
赤

ち
ゃ
ん
誕
生
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と

話
し
て
い
ま
す
。

▲春の季節、見どころ
　を迎える「うず潮」

▲愛称募集については広報最終28ページまたは市のホームページを
　ご覧ください。


